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●　課題研 究報告　纏

II　 階層 と教育の 新 し い 関係

司 　 会 高橋
一

郎 （大 阪 教 育 大 学）

報 告 者 吉川 　 徹 （大 　 阪 　 大 　 学）

　　　　　　 米澤　彰純 （大学評価 ・学位授与機欟

　『教育社会学研究』の 創刊号か らの ペ ー

ジを繰 っ て も明 らか な よ うに ， 「社会階層

と教育」 は， 教育社会学 に と っ て （また

階層論 に と っ て も）古典的テ
ー

マ の 1 つ

で あ る 。 で はなぜ
，

い ま ， それ を改め て

問 う必要が あるの で あろ うか 。 報告 に先

立 ち ， 司会の 高橋
一

郎氏 は ， その 理 由 と

して 3 つ の 点 を示 した 。 す なわ ち ， （1）「中

流崩壊」論争や 「学力問題」論争 の よ う

に ， 論壇全体 を巻 き込 ん だホ ッ トな議論

が 展開され た こ と，  〈階層と教育の関係

構造 （シ ス テ ム ） を含め た 日本の 社会 状

況が ， これ まで と は大 き く異な り， 変わ

りつ つ あ るの で はな い か ？〉とい う実感

を， 多 くの 人が実感 して い る こ と （もし

それが正 しけれ ば ， 従来の 枠組み の終焉

とな る）。 （3×今まで 強 く説明力を持 っ た

モ デル の有効性が 失われつ つ あるの で は

ない か ？〉とい う疑 問 ， で あ る。 本課題 研

究 の 目的 は ， 「階層 と教育」の 現在 を ， 教

育社会学 は い か に 分析 し ， 説明 し うる の

か とい う課題 に挑 む こ とで あ る 。 期せ ず

して ， 直前に 行わ れ た竹 内洋氏 に よる ，

特別講演の 内容 と も関連する こ と と なっ

た 。

　 西欧起源の 近代的な教育 シ ス テ ム ， と

りわ けその 中核 ともい え る高等教育は ，

移植 とキ ャ ッ チア ッ プ ・ 量 的拡大 を主 眼

と して き た 時代か ら ， 自国 の シ ス テ ム が ，

他の ア ジア諸国や西欧の 高等教育機関 と

比 べ た ， （市場 で の ）競争可能性 も問わ れ

る時代 に 入 っ た ともい える 。 そ う した時

間軸 と空間軸 を意識 しなが ら
， 現在ある

い は近未来を念頭に 置 い て ， 必ず し もデ

ータの限界に とらわれ る こ とな く， 問題

提起的な報告 を ， 教育社会学会 の 平均 よ

りや や 若手の 世代に 位置 す る ， 2 人の 報

告者 にお願 い した 。

　初め に 吉川徹氏 は ， 苅谷剛彦氏 の 「大

衆教育社会」論 を手 が か りと しつ つ ， 「『成

熟学歴社会』の ゆ くえ一
階層研究

・
社

会意識論の 視角か ら」と題 して ， SSM 調

査等の 実証研 究をふ まえて課題 を提起 し

た
。 氏 は

， 同
一

教育 シ ス テ ム が長期継続

し，
ポス ト高学歴化 （ユ ニ バ ーサ ル ）段

階へ の 到 達を ， 「成熟学歴 社会」の 成立 要

件 と位置付け る 。 そ こ で み られ る 4 つ の

現 象 に 着 目して ， そ れ ぞ れ か ら導か れ る

「注 目す べ き分析課題」を提起 した 。 そ の

4 つ の 現象 と は ， （1｝同一
教育 シス テ ム の

長期継続 （1935年生 まれ ごろ以降の祖父

母 か らその 孫の 代 まで す べ て 新制学歴），

  高学歴化の 終焉 とその 後の 進学率の 安

定 （祖父母か らその 孫まで の 3世代の 高
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等教育進学率が同等）， ｛3）豊か さの 中で の

繊細な不平等社会状況 （明確 な階級構造

の不在）， （4）階級意識の 不在（社会意識の

差 は ， 階級 ・ 階層に よ るの で は な く， 主

に性 ・世代 ・学歴 に よ る）， で ある 。 それ

ぞれ の 現象か ら， 次の 4 つ の 課題 を提示

した。 （1）世代 を越 えた モ ノサ シ の 画
一

化

（学歴 が地位尺 度として共通 ）。 （2）学歴 の

（世代 間）上 昇／下降移動の 表面化 （全体

と して の進学率の 拡大が な くな るた め）。

（3）地 位 メ ル ク マ
ー

ル と して の 学歴 の 優

位， （4｝社会意識論の 学歴 へ の パ ラサ イ ト

（「階級社会意識論」で は階級が 社会意識

の 主な規定因で あ る の にた い して ， 「学歴

社会意識論」で は ， 学歴が 主 な社会 意識

の主な規定因 とな る〉。

　 さ らに ， 全体の 図式 と して ， シ ン プ ル

な階級モ デル （階級の 単純再生産 ）， 学歴

媒介地位達成モ デル ， 文化的再生産モ デ

ル 等に 代わ るモ デル として
， 成熟学歴社

会の モ デル を提示 した 。
こ の モ デル で は ，

教育が出発点 にあ り， 教育が 階級 を通 じ

て 再生産 され る過程 をハ ー ドウ ェ ア （社

会的地位達成過程），教育が文化 を通 じて

再生産 され る過程 を ソ フ トウ ェ ア （学歴

社会意識論） と して ， 成熟学歴社会は そ

の 2 つ の メ カ ニ ズム の 複合 とと らえた 。

今後の さ らな る予測 と して ， 学歴主義の

過熱化 と， 行為の 説明要因 として 学校教

育の 重要性が さ らに高 まる こ とを， 挙 げ

た。

　 次に ， 米澤彰純氏は「トロ ウ　オ ア　ノ

ッ ト？一
ア ジ アの 高等教育研究の 視角

か ら」 と題 して ， 日本の 高等教育の現状

を， （東）ア ジア に 共通 す る社会的文脈 と

して とらえ る。
エ リー ト型 か らマ ス 型 を

課題研究報告

経て ユ ニ バ ーサル 型へ と変化する とい う

マ ーチ ン ・トロ ウ氏の 高等教育の 拡大 モ

デル は ， ア ジア各国 にお け る高学歴化 を

説明す る もの と され て きた 。 ア ジア に共

通 す る ， 高学歴化 と これ に 並行 して進 む

グ ロ ーバ ル 化は ， そ こ に住む人 々 の人 生

を どう変 え るの か をめ ぐり， 個人の 生 き

方に 目線を置い て ， 試行的な分析 を提示

した 。

近蠶畿幣蹴 麓勢
カ リキ ュ ラ ム の 軽減 ， 道徳や 規範 等 の

Social　Capital（社会関係資本）問題の 浮

上 ， と い っ た共通の 問題 を抱 えて い る 。

ア ジ ア の 各社会 に とっ て
， 高等教育 は欧

米か ら移入 され た シ ス テム で あ り， そ う

した 高等 教育 に 依拠 した シ ス テ ム に は

「人工 性」が っ きま と っ て い る 。 っ ま り，

近代以前の社会階級 とゆ るや か な関連 を

もち なが ら も， 異 な る文化体系を構築 し

た 。 教 育に は ， 国家の人材育成 ・ 配分 装

置 と して の機能が 課せ られ ， 新 し い 支配

階級文化の 担 い 手 を社会化 した 。 その 支

配階級 へ の エ ン ト リーの 原則 を
， 「メ リッ

ト」に 置 こ うと し て きた 。 また
， 教育の

私的負担が 大 き く公共支出も ロ ーン （貸

与奨学金）が 主流で あ る こ と とあい まっ

て ， 不平等の焦点は ， 教育機会へ の経済

的支障で あ る。

　 しか し， 経済 問題 だ けでは な く， 個人

の 人生 に と っ て の高等教育の 意味 と い う

視点か らの分析も重要と指摘 し， SSM 調

査に 基づ い て 日本に 関す る試行的分析 を

行っ た 。 その 結果に よれ ば ， 高学歴化が

メ リ トク ラ シーの貫徹 を進め て い る 。 そ

の
一

方で， 父職非熟練層 は大学 へ の 進学
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が一
貫 してゼ ロ に 等しい

。 農民層出身で

高等教育 ヘ ア クセ ス で きた ご く限 られ た

層を個別 に 分析す る と ， トラ ッ ク に 乗 っ

た進学で あ り， 乗っ た後は トラ ッ クが 自

然 に もた ら す人 生 を送 る こ とが で き る

（た だ し ， 農民層分解の終焉 に よ り， 若い

世代 で は農林漁 業か ら大学 へ の ア クセ ス

が な くな っ て い る）。 全体的状況 は ， （フ

ィ ッ ツ ・ ジ ェ ラ ル ドの小説に な ぞ らえ）

「ギャ ッ ツ ビー ・ シ ン ドロ
ーム 」 と名付け

られた 。 すなわ ち ， 流 れ に押 し戻 さ れ つ

つ も上流に向か っ てボー トを こいで い く

成 り上 が りが 〈われわ れ ＝ 主流 〉の 姿で

ある とす る 。 そ こで は 階層文化は あ るが ，

一旦成功すれ ば追い つ け る程度であ り，

文化資本の 後天 的獲 得が正 当化 され る社

会で ある 。 今後， 日本社会の 可能性 とし

て ， 階層の
一

層の 固定化 と拡大， 国境 を

越 えて ア ジア の 他国の 高等教育 を受け る

人 々 の 出現 ，
ライ フ コ ース を規定する ト

ラ ッ ク構造 の緩和 に よ る流動化 ， な どが

挙げ られ た 。

　 フ ロ アか らは 2人 の報告の共通点 と し

て ， 次の ような捉 え方が示 された 。 すな

わ ち ， 従来 の研 究 が ともすれ ば ， 個人 の

生 き方とい う面 を軽視して きた とい う批

判。 日本，
お よび （日本を含む）アジア

世界の 階層問題 は ， 西欧 モ デ ル の もの と

は異 な る とい う主張 。 ま た ， 学校教育が

（経済的側面 よ りも文化的側面 にお い て）

階層形成 に影響力を持ち ， また地位 達成

に は 還元で き ない 自律 的重要性 を有す る

こ と
， とい う点で ある。

　 また ， 両報告 に対 して ， 教育過剰決定

論に な っ て しまわ ない か と い う指摘もな

された 。 すなわ ち ， 現在 なお階層の影響

力が 強 い と い う SSM 調査 デ ータ とは矛

盾しな い の か 。 あるい は， 自営業層な ど

の よ うに ， 現 代 に お い て も土地 や家産 の

媒介に よ る （学校教育の 媒介を要しない ）

経済的再生産が残存するの で はな い か 。

こ う した指摘で ある 。

　フ ロ ア に は 若い 会員の 参加が比較的多

か っ た 。 これ は 「階 層 と教育」 と い うテ

ーマ が ， 時代に即 した再構成 を求め れ ら

なが ら， 問題 関心が新 し い 世代 に 引 き継

が れ て い るこ と を示す の で はない か と思

わ れ る 。 限ら れた 時間 で はあ っ たが ， こ

の課題研究が今後の 研究を促す契機 とな

る こ と と期待 され る 。

　　　　　　　　　 （文責 ：岩本健 良）
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